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いずれも 気味 悪い 磔柱を 見る と 颯と 顔色 を 蒼く した。 

注進 を 聞く と 主人 利 右衛門 は ノ ッソリ 寝所から 起き 

て 来たが、 磔柱を 一 眄 すると 苦い 笑い を頰に 浮かべた。 

「いよいよ 俺の 所へ 廻って 来たそう な。 ところでなん 

ぼと 書いて あるな？」 

「五 万両と 書いて ございます」 

支配の 勘 介が 恐々 云う。 

おうさつ 

「うん、 五万両 か、 安い もの だ。 一家 鏖殺 〔# 「鏖殺」 

は 底本で は 「鑿 殺 匕 される より 器用に 五万両 出す こと 

だな」 

こう 云い 捨 ると 利 右衛門 は その 儘 寝所へ 戻って 行つ 



たが、 海外 貿易で 鍛えた 胆、 そんな 事に はビク ともせ 

ず 夜具 を 冠る と 眼 を 閉じた。 間もなく 鼾の 聞こえた の 

は 眠りに 入った 証拠で ある。 

五 万両と 大書した 白い 紙 を 胸の 辺り へ 付けた 磔柱は 

小僧 や 手代の 手に よ つ て 直ぐに 門口から 外リ 去られた 

が、 不安と 恐怖 は 夕方まで 取り去る ことが 出来な かつ 

た。 

おとめ 

その 夕方の ことで あるが、 艷 かしい 十八 九の 乙女が 

まこと みな リ 

一人、 徇に 上品な 扮装 をして、 魚屋 方へ 訪れて 来た。 

「ご主人に お 目に かかりとう 存じます」 

どなた 

「ええ 何人で ノ J ざいます な？」 



乙女 は 淑やか 〔# 「淑やか」 は 底本で は 「叔 やか 匕 に 腰 

を かがめる と 静かに 店から 戸外へ 出た が、 黄昏の 往来 

を 海の 方へ 急かず 周章ず 歩 い て 行く。 

それから 間 もない ある 日の こと。 千 利 休に 招かれて 

利 右衛門 は 茶席に 連なった。 日頃から 親しい 仲だった 

ので、 客の 立 去った その後 を 夜に 入る まで 雑談した。 

ふと 思い出した 利 右衛門 は 盗難の 話 をした もので あ 

る。 

「それ は それ は」 と 千 利 休 は 驚きの 眼 を 見張った が、 

なの わし ま え 

「磔 柱の 郷 介と 宣る 凄じい 強盗の ある こと は 私 も 以前 



「いや 左様ば かり は 云われ ませぬ。 天 王 寺屋宗 休、 綿 

屋ー 閑、 みな 襲われた では ござらぬ かな。 お 大名 衆で 

は 益 田 長 盛 様、 石 田 様 さえ 襲われた という 噂、 ことに 

高津屋 勘三郎 は、 賊の 要求 を 入れなかった 為、 一家 鏖 

殺 〔# 「鏖殺」 は 底本で は 「鑿 殺 匕 の 悲運に 逢い、 あれ ほ 

ど の 大家が 潰れた はず、 尋常な 賊 では ござり ませぬ。 

まず そっとして お置きな され、 それに 貴郎の 所に は 殿 

下より お預かりの 名器 も あり、 さような 物で も 望まれ 

ましたら、 それ こそ 一 大事で は ござ リ ませぬ か」 

すると 利 休 はます ます 笑い、 

「いやいや それ は 人に こそ よれ、 利 休に 限って は 左様 



な賊に 襲われる 気遣い は ございませぬ。 アツ ハハ ハ、 

大丈夫で ござる」 

—— とたんに 奥庭の 茂みから、 

しわが 

「そうば かリは 云われまい ぞ！」 と、 嗄れた 声で 叫ぶ 

者が あった。 

ギヨ ッ として 二人が そっち を 見る と、 数奇 を 凝らし 

とち 

た 庭園の 中、 幽かに 燈 つてい る石燈 籠の 横に、 「木 隠の 

茶碗」 と 大書した 紙 を、 ダラ リと 胸の 辺りへ 張り付け 

た 例の 気味の 悪い 磔 柱が 一本 二 ョ キリと 立って いた。 
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あまりの ことに 千 利 休 は 全然 顔色 を 失った が、 心配 

の 余り 明日と も 云わず その 夜の 中に 御殿へ 伺候し 強い 

て秀吉 に謁を 乞い 事の 始終 を 言上した。 

関白 秀吉は それ を 聞く としば らく 無言で 考えて 居た 

ゃゝ , 

力 

「利 休、 茶碗 は くれてやれ」 

余儀な さそう にやが て 云った。 

「は、 遣わす ので ござります か？」 

「うん、 そうだ、 くれてやれ」 

「木 隠 は 名器に ござります」 

「千金の 子 は 盗賊に 死せ ず。 こうい う 格言が あるで は 



賊の 頭目 は 笑いながら、 

「それ は 気の毒な 事 をした な、 野郎 共 娘 を 返して やれ」 

そこで 娘 は 肩から 下され 枯 草の 上へ そっと 置かれた。 

賊共 は ガヤ ガヤ 行き 過ぎ ようとす る。 

「これ 少し 待て！ 礼 を 知らぬ 奴 だ！」 

うしろ 

法師 は 背後から 声を掛けた。 

r 他人の 娘 を 手籠めに して 置いて 謝罪せ ぬと は 何事 

だ！」 

「なるほど、 これ はもつ とも だ」 

賊の 頭目 は 苦笑いし たが、 

「ご 坊、 どうしたら よかろう な？ - 



「五 千両 みんな 置いて 行け」 

法師 は 平然と 云った。 自信に 充 ちた 態度で ある。 嘲 

笑うよう な 声音で ある。 

3 

「こいつい よいよ 狂人 だ。 俺達 を 何者と 思って いる 

力！」 

「俺 は 知らぬ。 知る 必要 もない」 

r 一 体 貴様 は 何者 だ？」 

「見られる 通りの 乞食 坊主 さ」 

「そうで は あるまい。 そんな はず はない」 



「はは あ 左様 か。 そうで あつたか。 磔 柱の 郷介 法師 

ゝ I 

力」 

「ところでお 主 何者かな？」 

わし 

「私 は 五右衛門 だ。 石 川 五右衛門 だ」 

すると 今度 は 法師の 方で ボンとば かりに 手を拍 つた。 

むと く 

「うん、 そうか、 無徳道 人だった か」 

「郷介 法師、 奇遇 だな」 

「いや、 全く 奇遇 だ わえ」 

「私 はお 主に 逢いたかった」 

「私 もお 主に 逢いたかった もの さ」 

「で、 五 千両 入用 かな？」 



そこで 一 一人 は 別れた ので ある。 

関白 秀吉を 恐れさせ 一 世の 強盗 五右衛門 をして、 兄 

事 させた 所の 郷介 法師と は、 いかなる 身分の 大盗 であ 

ろうか？ 

歴史に もな く 伝説に もな いこの 不思議の 大 盗賊に つ 

リょ くリん こくびゃく 

いて、 書き記して ある 書物と 云えば、 「緑林 黒白」 一 

tjj ノゝ *」 ヽ o 

冊し 力る レ 

で 作者 は その 書に 憑據 し、 この 大 盗の 生い立ち を 左 

に 一 通り 述べる ことにしよう。 
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みなしご 

「兄弟 もなければ 親 もない。 …… 俺 は 本当に 孤児 だ」 

おかこう すけ 

—— 岡郷介 はこう 思って 来る と、 いつも 心が 寂しく 

なった。 

きのう 

「昨日 も 戦争、 今日 も 戦争、 そうして 明日 も 又 戦争。 

…… 足 利の 武威 衰えて 以来、 世 は いわゆる 戦国と なり、 

仁義 道徳 は 地に 堕ちて しまった。 親が 子 を 殺し 子が 親 

さま 

を 害する。 恐ろしい は 世の中の 態 だ。 …… 親な ど はな 

い 方が 気楽 かもしれ ない」 

— こう 思うよう な こと も あ つ た。 

「しかし、 それで は 寂しい な。 やはり 親 はあった 方が 



-J,.. こお や 

いい。 ああ 両親に 逢いたい もの だ」 

親に 対する 思慕の 情は捨 ようとしても 捨られ な い の 

であった。 

「だが、 それにしても 俺の 親 は、 どうして 俺 を 振り 捨 

て 行方 知れずに なった のであろう？ 俺 は 両親の 顔 を 

さえ 知らぬ」 

彼の 心 はこれ を 思う といよ いよ 寂しくな るので あつ 

た。 

そむ もとな リ かん 

「最所 治 部め が叛 いたそう な。 毛 利 元 就へ 款を 通じ 俺 

に 鋒 先 を 向ける そうな」 



さんもん 

春 昼の 陽 は 暖かく 光善寺の 樓門を 照らして いた。 

六十 余り 七十に もな ろうか、 どこか 気高い 容貌 をし 

としょ リ ものごい のどか 

た 老年の 乞食が 樓 門の 前で、 さも 長閑そう に 居 眠って 

いた。 

そこへ 通りかかった 岡郷介 は、 何と 思った かッ カツ 

力と 近寄り、 

ひざまず 

「お 父 様！」 と 呼びかけた。 そうして 地上へ 跪 座いた 

驚いた の は 乞食であった。 

「私 は 乞食で ござります。 お 父 様な ど と はとんで もな 

い。 何 かのお 間違いで ござりましょう」 

「いえいえ 貴郎は お 父 様です。 夢のお 告げが ) 」 ざり ま 



絶命 〔# 「絶体絶命」 は 底本で は 「絶対絶命 匕 の 恐怖の 情 

が まざまざと 現われて いたのであった。 
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えいろ く 

当時、 すなわち 永禄の 頃に は、 備 前の 国 は 三人の 大 

名が 各自 三方に 割 居して、 互いに 勢い を 揮って いた。 

谷津の 城に は 浮 田 直 家、 龍の 口 城に は 最所治 部、 船 山 

すずき ぷぜ ん 

城に は須々 木豊 前。 —— そうして 勢力 は 互 格であった。 

最所治 部の 龍の 口 城へ、 ある 日 一人の 若侍が、 父 だ 

と 云う 老人 を 連れて、 さも 周章し く龃け 込んで 来た。 

なまち 

手足から 鮮血 を 流して いる。 



踴リ 上り 踴り 上り 最所治 部 は 狂人の ように 叫んだ も 

ので ある。 
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郷 介が 最所家 を逐転 〔# 「逐 転」 は ママ〕 して 以来、 

父 郷左衛 門 は 観念して 死の 近付く の を 待って いた。 い 

もく すけ 

よいよ その 日が 遣って 来る と、 彼 は 下僕の 空 介と いう 

のへ、 封 じた 書面 を 手渡した。 そうして 何事 か 囁いた。 

それから 斎戒 〔# 「斎戒」 は 底本で は 「斉戒 匕 沐浴し、 討 

手の 来る の を 待ち受けた。 討 手の 大将 は 椎名金 之丞と 

云って、 情 を 知らぬ 武士で あつたが、 手 向い もしない 



決してよ い 気持 は 致し ませぬ」 

「戦国の 常 だ。 構う もの か」 

「それ は 左様で ございます とも。 しかし、 この頃 何と 

なく、 鎗 玉に 上げられた あの 老人が、 私の 実の 父 かの 

ように 思われて ならない ので ございさます 〔# 「ござい 

さます」 は ママ； -」 

「アツ ハ ハハハ 馬鹿な こと を 申せ。 それ はお 前の 心の 

迷いだ」 

「 私は捨 児で ございました そうで？」 

「うん、 そうだ、 当歳の 頃、 光善寺の 門前に 捨られ て 

いたよ」 



「案じた 通り だ。 …… 俺 は 親 殺し だ。 …… 恐ろしい 運 

命。 …… 坊主に なろう。 …… 」 
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しかし 郷 介が 実父 だ と 思った 郷左衛 門と いう 侍 は、 

実父ではなくて 養父な のであった。 そうして 郷 介の 実 

父なる もの はついに 何者 だか 解らない ので ある。 

郷 介の 養父 は 九州に 名高い、 龍 造 寺 家の 長臣 であつ 

たが、 養子 郷介を 貰い 受けた 時、 ある 有名な 人相見が、 

親 殺しの 相が あると 喝破した。 それ を 恐れて 郷 介の 義 

父 ははる ばる 備 前まで 遣って 来て、 光善寺へ 郷 介を捨 
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